
















































































第 6章 ア クセス権 .































第3章ファイ ル シス テ ム
:I.一日-一1-日-----一--一1------1 ●
II--Hs,cat,les,cd,mkdir,rmdir･cp,rm,mv他 ･:- - -il II I-I--I-I-11--Al----11111-----Jl
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表 1 評価実験の条件
シ ス テ ム 書 籍
学習内容の範囲と程度 内容の範囲 内容の範囲
1章 :LinuXとは システム と同一範囲の
2章 :ログイン,ログアウト3 ファ ルシステムについて5 操作7 エディタについて内容の程度 記載ページ内容の程度
基本的なファイル操作ができる範囲 システムと同様







5.ポス トテス ト ※プレテス トと同一問題
6.アンケー ト2 (疲労感や分か り易さ等について 5段階で回答)
(システム :14項 目,書籍 :12項目)
(その他,印象に残った章やアンケー ト1と共通項目等)
プレテス ト,ポス トテス トは共通の問題である.本システムを利用 した学習に関する内
容について,25間を30分で解答させることにした.アンケー ト1はコンピュータの使用経
験や頻度,unuxの使用経験等に関する10項 目のアンケー ト調査 とした.アンケー ト2は
システム利用による学習での分かり易さや疲労度等に関する項目と,印象に残った章につ
いて答える調査内容とした.
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3.結果及び考察
3. 1 学習成績
システム利用による学習と書籍利用による学習について,プレテス ト及びポス トテス ト
の平均正答率の変化を図4に示す｡











分か り易い｣｢説明分か り易い｣の項 目については4.5以上の高い評価を得た. これは,樫
解 しにくディレク トリの考え方やその操作についてアニメーションを利用 した説明を加え
た り,コマン ドを入力して操作の正 しさを評価する章未問題を取 り入れる等の工夫が評価
されたものと考えられる.
しか し,疲労感については評価が低 くなっている. 目の疲労度については,システムに
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さがunuxへ の興 味 を高め る要 因 と
なったと思われる.
図 6 Linuxへの興味の変化
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